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今月の主なニュース

今月のクロスワードパズルに
正解した方の中から抽選で

今月のプレゼント ８名様
●盛大に完成祝う… ……………… 営農経済の拠点店舗が竣工……2Ｐ
●市長、組合長に新茶贈呈… …… 延岡茶生産組合…………………3Ｐ
●現場の苦労を体験… …………… 新採用職員現場研修……………4Ｐ
●順調に生育しました… ………… モモ、赤シソ収穫………………5Ｐ
●大幅下落に落胆… ……………… ５月期子牛せり市………………6Ｐ
●お気軽にご相談を… …………… 営農指導員活用…………………8Ｐ
●タケノコの香草焼きなど… …… シェフ永井のおすすめ……… 18Ｐ

トマトケチャップ
こだわり素材

トマト国産100％、北海道てんさい糖、リンゴ酢使用。素材にこだわった
トマトケチャップです。

人事を尽くして…
「いい野菜ができた時が何よりうれしい」。そう話す浜砂の津田恒喜さん、礼子さん夫妻。年間10数種類の野菜を作る。今は赤シソ
の収穫が終えようとしている。２人の笑顔が成果を物語る。旬のものを食べてもらいたいから露地栽培にこだわる。その分、天候の
影響をもろに受ける。天候は毎年変わるが２人がすることは同じ。結果は自然任せ。「人事を尽くして天命を待つ」の心境だ。（５面に関連）



営
農
購
買
事
務
所
を
併
合

グ
リ
ー
ン
ワ
ン
は
鉄
骨
一
部
２
階
建

て
。
延
べ
面
積
１
３
１
７
・
５
平
方
㍍
。

１
階
は
事
務
所
、
相
談
室
、
購
買
店
舗
、

資
材
倉
庫
、
農
薬
倉
庫
（
普
通
物
、
毒

劇
物
）
な
ど
。
そ
の
ほ
か
休
憩
室
、
多

目
的
ト
イ
レ
な
ど
設
け
ま
し
た
。
店
舗

集
約
に
よ
っ
て
営
農
相
談
機
能
が
格
段

に
充
実
さ
れ
ま
す
。

女
性
部
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
み
そ
加

工
施
設
も
設
置
。
加
工
施
設
は
「
手
作

り
食
の
工
房　

ｔ
ｕ
ｉ
ｔ
ｅ
ｎ
（
つ
い

て
ん
）」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
女
性
部
が
試
験
的
に
使
用
し
、

来
年
度
か
ら
は
一
般
に
も
開
放
す
る
計

画
で
す
。

竣
工
式
に
は
関
係
者
約
40
人
が
出

席
。
楠
田
富
雄
組
合
長
は
「
総
代
、
理

事
会
、
生
産
組
合
長
会
、
青
壮
年
部
、

女
性
部
な
ど
組
合
員
の
皆
様
の
承
認
を

得
て
建
設
に
踏
み
切
り
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
り
っ
ぱ
な
施
設
が
完
成
し
感

激
し
て
い
ま
す
。
施
設
運
営
に
は
気
持

ち
を
新
た
に
し
、
延
岡
の
営
農
振
興
と

農
家
経
営
の
安
定
、
生
産
基
盤
の
拡
充

に
向
け
役
職
員
の
総
力
を
結
集
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
店
舗
運
営

に
強
い
決
意
を
見
せ
ま
し
た
。

購
買
拠
点
店
舗
建
設
委
員
会
の
横
山

博
章
委
員
長
も
「
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
が
組

合
員
、
地
域
、
そ
し
て
市
民
の
皆
様
か

ら
愛
さ
れ
、
喜
ん
で
利
用
さ
れ
る
よ
う

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
」
と
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

神
事
終
了
後
、
建
設
に
携
わ
っ
た
Ｊ

Ａ
宮
崎
経
済
連
、
㈱
司
建
設
、
㈱
九
電

工
の
代
表
者
と
み
そ
加
工
施
設
の
厨
房

機
器
を
寄
贈
し
た
㈱
ト
ー
フ
ク
の
甲
斐

征
夫
会
長
に
楠
田
組
合
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
ワ
ン
は
肥
料
や
農
薬
、
飼

料
の
ほ
か
農
業
生
産
資
材
な
ど
取
り
扱

い
ま
す
。
年
末
年
始
（
12
月
31
日
〜
１

月
３
日
）
と
棚
卸
日
を
除
い
て
営
業
。

営
業
時
間
は
農
繁
期
に
応
じ
て
変
更

し
、
４
月
〜
10
月
は
午
前
８
時
半
〜
午

後
６
時
、
11
月
〜
３
月
は
午
前
８
時
半

〜
午
後
５
時
。
土
日
・
祝
祭
日
は
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時
。

７
月
４
日
の
開
業
を
受
け
て
グ
リ
ー

ン
ワ
ン
お
お
か
ど
は
６
月
30
日
を
も
っ

て
閉
店
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
は
資
材

倉
庫
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

新たな購買拠点店舗グリーンワン

Ｊ
Ａ
が
本
店
敷
地
内
に
建
設
を
進

め
て
い
た
購
買
拠
点
店
舗
「
グ
リ
ー

ン
ワ
ン
」
が
完
成
し
、
５
月
30
日
、

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
生
グ

リ
ー
ン
ワ
ン
は
旧
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
３

店
舗
と
営
農
購
買
事
務
所
を
併
合
す

る
こ
と
で
効
率
的
な
運
営
と
組
合
員
、

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
強
化
を
図
る

た
め
昨
年
７
月
に
着
工
し
ま
し
た
。

７
月
４
日
か
ら
営
業
を
開
始
し
ま
す
。

玉串を捧げる楠田組合長

女性部の要望で実現したみそ加工施設

み
そ
加
工
施
設
も
設
置

７
月
４
日

オ
ー
プ
ン
購
買
拠
点
店
舗
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
完
成

購
買
拠
点
店
舗
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
完
成
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延
岡
茶
生
産
組
合
は
５
月
31
日
、

読
谷
山
洋
司
市
長
と
Ｊ
Ａ
の
楠
田
富

雄
組
合
長
、
川
原
博
之
副
組
合
長

に
令
和
４
年
産
の
新
茶
を
贈
り
ま
し

た
。
贈
呈
式
に
は
天
野
敏
彦
組
合
長

と
甲
斐
透
、
甲
斐
正
章
両
副
組
合
長

が
出
席
。
日
頃
の
支
援
に
対
す
る
感

謝
と
新
茶
の
概
況
報
告
を
兼
ね
て
毎

年
、
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
ま
す
。

柳
田
義
則
理
事
（
74
）
は
、
地
元
大

貫
町
を
は
じ
め
野
地
町
、
吉
野
町
な
ど

旧
西
階
支
店
管
内
の
農
家
と
真
摯
に
向

き
合
い
、
吸
い
上
げ
た
多
く
の
声
を
Ｊ

Ａ
に
提
言
し
ま
す
。

５
月
17
日
は
、
大
貫
町
の
菊
池
忠
義

さ
ん
（
80
）、
勝
子
さ
ん
（
79
）
夫
妻

宅
を
訪
れ
ま
し
た
。
忠
義
さ
ん
は
定
年

退
職
し
て
専
業
に
な
り
今
年
22
年
目
。

設
立
当
初
か
ら
Ｊ
Ａ
延
岡
産
直
農
産
物

生
産
者
運
営
協
議
会
副
会
長
を
務
め
る

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
の
１
人
で
す
。

夫
妻
は
現
在
、
エ
ダ
マ
メ
と
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
（
各
15
㌃
）
を
中
心
に
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
ネ
ギ
な
ど
10
数
種
類
を
栽
培
。

ほ
か
に
水
稲
26
㌃
。
夫
妻
の
育
て
る
野

菜
は
絶
品
で
「
ふ
る
さ
と
市
場
」
な
ど

に
出
荷
す
る
と
瞬
く
間
に
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

忠
義
さ
ん
は
「
農
機
具
セ
ン
タ
ー

で
肥
料
や
野
菜
を
入
れ
る
袋
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
農
業
資
材
を
扱
っ
て

ほ
し
い
。
営
農
指
導
員
の
育
成
も
お

願
い
し
た
い
」
と
柳
田
理
事
に
要
望

し
ま
し
た
。

柳田理事（左）と歓談する菊池さん夫妻

ＪＡの役割は、協同組織として組合
員・利用者に寄り添った総合サービス
の提供を通して持続可能な農業と豊
かで暮らしやすい地域の発展に貢献
する事です。
これからもこの役割は変わりませ
んが、想定以上のスピードで進むデ
ジタル化や新型コロナ禍等の影響に
より組合員・利用者のニーズも変化し
ています。ＪＡはこれらの期待とニー
ズに適切に対応するとともに業務の
効率化を図っていく必要があります。
非対面サービスの利用者拡大への
取り組みは、組合員・利用者の豊かな
暮らし、安全・安心の提供に繋がるＪ
Ａ本来の業務であり、中長期的な視
野に立って着実に前進させるべきも
のです。
当ＪＡはＪＡバンク、ＪＡ共済のアプ

リやネットバンクの積極的な利用を
提案して参ります。

金融共済部

組合員の皆様へ組合員の皆様へ
～利便性向上への取り組み～日

々
奔
走

柳
田
義
則
理
事

意見収集意見収集
活動活動

き
く
生
育
が
心
配
さ
れ
た
が
、
農
家
の

皆
さ
ん
の
徹
底
し
た
茶
園
管
理
で
色
・

香
り
・
味
の
そ
ろ
っ
た
良
い
お
茶
が
生

産
さ
れ
た
」
と
概
況
を
説
明
。

試
飲
も
あ
り
、
読
谷
山
市
長
は
「
香

り
が
よ
く
、
さ
わ
や
か
な
味
だ
。
そ
れ

ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し
て
活
用
、
さ
ら
に
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
お
茶
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

き
た
い
」。
楠
田
組
合
長
も
「
Ｊ
Ａ
と

し
て
も
積
極
的
に
延
岡
茶
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
た
い
」
と
支
援
を
約
束
し
ま
し
た
。

生
産
農
家
は
19
戸
、
栽
培
面
積
は
22

㌶
。

市
長
、組
合
長
に
贈
る

贈
呈
し
た
の
は
煎
茶
、
釜
炒
り
茶
、

蒸
し
製
玉
緑
茶
の
セ
ッ
ト
。
天
野
組
合

長
は
「
４
月
に
入
っ
て
寒
暖
の
差
が
大

市
長
室
で
あ
っ
た
贈
呈
式
＝
天
野
組
合
長
、
読
谷
山

市
長
、
甲
斐
正
章
副
組
合
長
、
甲
斐
透
副
組
合
長
（
左

か
ら
）

組
合
長
室
で
あ
っ
た
贈
呈
式
＝
甲
斐
透
副
組
合
長
、

甲
斐
正
章
副
組
合
長
、
天
野
組
合
長
、
楠
田
組
合
長
、

川
原
副
組
合
長
（
左
か
ら
）　

延
岡
茶

延
岡
茶

生
産
組
合

生
産
組
合

お
い
し
い
新
茶
で
き
ま
し
た

お
い
し
い
新
茶
で
き
ま
し
た
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Ｊ
Ａ
は
５
月
10
日
か
ら
20
日
に

か
け
て
令
和
４
年
度
新
採
用
職
員

現
場
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
期
間

中
、
６
人
が
２
班
に
分
か
れ
、
Ｊ
Ａ

地
域
農
業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
の

緑
化
作
業
と
子
会
社
Ｊ
Ａ
延
岡
エ

ネ
ラ
イ
フ
３
給
油
所
の
業
務
を
体

験
し
ま
し
た
。
農
業
、
経
済
事
業

を
通
し
て
総
合
職
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。
他
部
署
の

職
員
や
組
合
員
と
の
ふ
れ
あ
い
に

よ
る
相
乗
効
果
に
も
期
待
し
ま
す
。

総
合
職
の
理
解
深
め
る

研
修
は
各
班
と
も
支
援
セ
ン
タ
ー
、

給
油
所
そ
れ
ぞ
れ
２
日
間
の
４
日
間
行

わ
れ
ま
し
た
。
研
修
に
参
加
し
た
の
は

経
済
課
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
営
業
相
談
係
の

和
藤
海
夢
さ
ん
（
22
）、
東
海
支
店
貯

金
為
替
係
の
塩
月
優
実
さ
ん
（
18
）、

南
方
支
店
貯
金
為
替
係
の
橋
口
心
美
さ

ん
（
18
）、
恒
富
支
店
貯
金
為
替
係
の

小
辨
野
愛
莉
さ
ん
（
22
）、
北
方
支
店

購
買
係
の
山
内
達
也
さ
ん
（
18
）、
同

支
店
貯
金
為
替
係
の
長
友
実
夢
さ
ん

（
19
）。

普
通
期
水
稲
の
苗
作
り
が
最
盛
期
の

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
動
播
種
機
で

ま
か
れ
た
種
を
出
芽
室
に
運
び
込
む
作

業
な
ど
に
従
事
し
ま
し
た
。
最
初
は
戸

惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
慣
れ
て

職
員
ら
と
連
携
し
て
手
際
よ
く
作
業
を

進
め
ま
し
た
。
山
内
さ
ん
は
「
実
家
が

農
家
な
の
で
田
植
え
や
稲
刈
り
を
手

伝
っ
て
い
ま
す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
の
苗

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
苗
づ
く
り
が
こ

ん
な
に
大
変
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
皆
さ
ん
に
感
謝
で
す
。
今
回
の
研

修
は
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
で
元
気
に
対
応

３
給
油
所
で
は
車
の
窓
ふ
き
や
ガ
ソ

リ
ン
給
油
な
ど
を
体
験
。
東
海
給
油
所

で
汗
を
流
し
た
和
藤
さ
ん
は
「
お
客
様

と
は
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
大
声
で
は
き
は

き
と
会
話
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し

た
。
対
面
で
の
仕
事
な
の
で
楽
し
か
っ

た
。
こ
の
経
験
を
自
分
の
職
場
で
も
生

か
し
た
い
」
と
気
持
ち
新
に
し
て
い
ま

し
た
。

「「
Ｊ
Ａ
人
生
の
宝
の
ひ
と
つ
に

Ｊ
Ａ
人
生
の
宝
の
ひ
と
つ
に
」」

楠
田
富
雄
組
合
長
は
「
営
農
振
興
の

最
先
端
の
現
場
で
の
体
験
は
大
き
な
自

信
に
な
る
と
思
う
。
同
期
の
仲
間
と
一

緒
に
汗
を
流
す
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

Ｊ
Ａ
人
生
の
宝
の
ひ
と
つ
に
な
る
だ
ろ

う
。
体
験
し
た
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
で
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
現
場
研
修

の
成
果
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

連携して種を出芽室に運び込む新採用職員 ( 支援センター )

気持ちを込めて車の窓ふきをする新採用職員 ( 松山給油所 )

宮
崎
県
農
民
連
盟
延
岡
支
部
は
５
月

31
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
大
ホ
ー
ル
で
第
32
回
通

常
代
表
代
議
員
会
を
開
き
ま
し
た
。
25

人
が
出
席
。
委
任
15
人
。
コ
ロ
ナ
禍
や
肥

料
・
飼
料
等
の
高
騰
な
ど
厳
し
い
状
況
が

続
く
な
か
盟
友
の
営
農
と
生
活
を
守
る

た
め
積
極
的
な
農
政
運
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
な
ど
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

楠
田
富
雄
支
部
長(

Ｊ
Ａ
延
岡
組
合

長)

は
「
相
次
い
で
国
政
、
県
政
の
重

要
な
選
挙
が
控
え
て
い
ま
す
。
農
業
振

興
の
た
め
県
農
民
連
盟
と
歩
調
を
合
わ

せ
て
活
動
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

農
政
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
県

農
民
連
盟
代
議
員
会
を
受
け
て
７
月
の

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙(

宮
崎

選
挙
区)

に
現
職
の
松
下
新
平
氏
、
12

月
の
宮
崎
県
知
事
選
挙
に
現
職
の
河
野

俊
嗣
氏
の
推
薦
を
確
認
。
併
せ
て
昨
年

推
薦
を
決
定
し
た
現
職
の
藤
木
眞
也
参

議
院
議
員(

全
国
比
例
区)

の
支
援
も

再
確
認
し
ま
し
た
。

「農政活動の充実を」と話す楠田支部長

支
援
セ
ン
タ
ー

３
給
油
所
で

新
採
用
職
員
が
現
場
の
苦
労
を
体
験

農政活動農政活動をを充実充実

農民連盟延岡支部
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北
方
町
で
モ
モ
の
収
穫
が
最
盛

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
６
月
１
日

か
ら
始
め
た
同
町
上
崎
の
甲
斐
丈

義
さ
ん
（
61
）
は
「
今
季
も
天
候

に
恵
ま
れ
色
艶
、
玉
太
り
、
糖
度

と
も
上
々
」
と
張
り
切
っ
て
収
穫

に
励
ん
で
い
ま
す
。
品
種
は
早
生

の
「
ち
よ
ひ
め
」、「
さ
く
ひ
め
」、

「
日
川
白
鳳
」
が
主
。
栽
培
面
積

は
40
㌃
（
う
ち
ハ
ウ
ス
15
㌃
）。

７
月
上
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

北
方
町
の
甲
斐
さ
ん

毎
朝
、
５
時
か
ら
２
時
間
ほ
ど
か

け
て
収
穫
。
熟
れ
具
合
な
ど
確
認
し

な
が
ら
１
個
１
個
て
い
ね
い
に
手
で

摘
み
取
っ
て
い
き
ま
す
。
収
穫
し
た

モ
モ
は
自
宅
で
選
別
し
、
Ｊ
Ａ
を
通

し
て
宮
崎
、
大
分
市
の
市
場
に
出
荷
。

「
ふ
る
さ
と
市
場
」
な
ど
Ｊ
Ａ
の
産
地

直
売
所
に
も
出
品
し
ま
す
。

以
前
は
ミ
カ
ン
栽
培
が
中
心
で
し
た

が
30
年
ほ
ど
前
、
安
定
収
入
を
確
立
す

る
た
め
モ
モ
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
今

で
は
軌
道
に
乗
り
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を

つ
か
ん
で
い
ま
す
。
ミ
カ
ン
は
現
在
も

60
㌃
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

甲
斐
さ
ん
は
「『
さ
く
ひ
め
』
は

収
穫
３
年
目
と
新
し
い
が
、
核
割
れ

が
少
な
く
商
品
化
率
が
高
い
の
で
栽

培
面
積
を
増
や
し
た
い
」
と
意
欲
的

で
す
。

「ちよひめ」を収穫する甲斐さん

浜
砂
の
津
田
恒
喜
さ
ん(

71
）、

礼
子
さ
ん(

72
）
夫
妻
は
、
５
月

下
旬
か
ら
赤
シ
ソ
の
収
穫
に
追
わ

れ
て
い
ま
す
。
６
月
下
旬
ま
で
続

き
ま
す
。
収
穫
す
る
の
は
梅
干
し

と
一
緒
に
漬
け
ら
れ
る
「
ち
り
め

ん
し
そ
」。
適
度
な
降
雨
な
ど
気

象
に
も
恵
ま
れ
順
調
に
生
育
し
ま

し
た
。
シ
ソ
の
需
要
は
梅
次
第
。

今
年
は
梅
が
豊
作
な
の
で
夫
妻
は

「
良
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
作
業
に

励
ん
で
い
ま
す
。

赤
シ
ソ
栽
培
は
先
代
か
ら
引
き
継
い

で
50
年
。
畑
（
７
㌃)

は
方
財
町
に
あ

り
、
毎
朝
８
時
か
ら
収
穫
。
一
定
量
ま

と
ま
っ
た
ら
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
選
別

し
、
袋
詰
め
（
３
０
０
㌘)

し
て
か
ら

Ｊ
Ａ
の
産
地
直
売
所「
ふ
る
さ
と
市
場
」

に
出
荷
し
ま
す
。
多
い
と
き
に
は
１
日

に
３
度
届
け
る
こ
と
も
。
フ
ァ
ン
が
多

く
電
話
で
の
注
文
に
も
対
応
し
ま
す
。

以
前
、
浜
砂
地
区
は
赤
シ
ソ
栽
培
の

一
大
産
地
で
活
気
づ
い
て
い
た
そ
う
で

す
。
今
で
は
夫
妻
を
含
め
て
わ
ず
か
２

戸
。「
寂
し
い
で
す
ね
」
と
夫
妻
。

夫
妻
は
ほ
か
に
１
・
１
㌶
で
玉
ネ
ギ

や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な

ど
栽
培
。
水
稲
（
１
・
１
㌶)

も
。「
元

気
な
間
は
現
状
を
維
持
し
な
が
ら
頑
張

り
た
い
」
と
笑
顔
で
話
す
夫
妻
で
す
。赤シソを収穫する津田さん夫妻

ち
よ
ひ
め

ち
よ
ひ
め

さ
く
ひ
め

さ
く
ひ
め

モ
モ
収
穫
ピ
ー
ク

モ
モ
収
穫
ピ
ー
ク

赤シソ赤シソ（ちりめんしそ）（ちりめんしそ）収穫収穫
津田さん夫妻

適度適度なな降雨降雨でで品質上々品質上々
浜 砂
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理

事

会

だ

よ

り

令
和
４
年
度
第
５
回
理
事
会
は

５
月
30
日
、
本
店
大
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
ま
し
た
。
９
議
案
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し

た
。
報
告
は
23
件
で
し
た
。

＝
　
議
　
案
　
＝

	▽
個
人
情
報
保
護
方
針
の
一
部
改
正

	▽
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
一
部
改
正

	▽
特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
一

部
改
正

	▽
令
和
３
年
度	

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
誌

	▽
令
和
３
年
度	

定
期
監
事
監
査

意
見
に
対
す
る
回
答
書

	▽
機
構
の
一
部
見
直
し

	▽
東
臼
杵
郡
市
畜
産
農
業
協
同
組

合
連
合
会
の
役
員
選
出

	▽
北
浦
町
農
業
公
社
の
役
員
選
出

	▽
大
口
貸
出
先
の
貸
出
条
件
変
更

＝
　
報
　
告
　
＝

	▽
み
の
り
監
査
法
人
に
お
け
る
財

務
諸
表
等
監
査（
期
中
Ⅰ（
Ｗ
Ｔ
）

監
査
）
の
実
施

	▽
個
人
情
報
保
護
法
等
に
基
づ
く

公
表
事
項
等
の
一
部
改
正

	▽
個
人
情
報
取
扱
細
則
の
一
部
改
正

	▽
特
定
個
人
情
報
取
扱
細
則
の
一

部
改
正

	▽
保
有
個
人
デ
ー
タ
等
の
開
示
等

に
関
す
る
事
務
要
領
の
一
部
改
正

	▽
個
人
情
報
に
係
る
苦
情
等
対
応

事
務
要
領
の
一
部
改
正

	▽
令
和
４
年
度	

第
１
・
四
半
期	

反

社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に
関

す
る
報
告

	▽
令
和
４
年
度	

第
１
・
四
半
期	

マ

ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
へ

の
対
応
に
関
す
る
報
告

	▽
令
和
４
年
度	

第
１
・
四
半
期	

コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

取
り
組
み
結
果
報
告

	▽
令
和
４
年
度	

第
１
・
四
半
期	

連

続
職
場
離
脱
結
果
報
告

	▽
令
和
４
年
度	

第
１
・
四
半
期	

苦

情
等
報
告

	▽
第
32
回	

通
常
総
代
会
の
報
告

	▽
組
合
員
異
動
状
況

	▽
貯
金
・
貸
出
金
実
績

	▽
移
動
金
融
店
舗
「
そ
ら
た
ま
号
」

運
行
実
績

	▽
令
和
４
年
度	

県
下
統
一
定
期

貯
金
「
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
実
施

	▽
長
期
共
済
実
績

	▽
令
和
４
年
度	

地
域
・
農
業
活

性
化
事
業
の
取
組
み
に
か
か
る

Ｊ
Ａ
共
済
連
の
助
成
要
領

	▽
令
和
４
年
度	

通
水
期
日

	▽
農
機
具
セ
ン
タ
ー	

農
繁
期
の

対
応

	▽
経
済
ポ
イ
ン
ト
実
績

	▽
５
月
期
子
牛
セ
リ
市

	▽
種
鶏
事
業
経
営
安
定
災
害
共
済

積
立
金
精
算

【
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
】

	▽
苦
情

平
均
59
万
４
６
４
２
円

雌
の
平
均
は
55
万
１
７
９
６
円(

前

回
比
８
万
８
６
１
９
円
減)

で
去
勢
は

63
万
６
９
１
８
円(

同
12
万
６
８
７
２

円
減)

。
出
場
頭
数
は
５
９
８
頭(

雌

２
９
７
頭
、去
勢
３
０
１
頭)

で
し
た
。 

５
月
期
せ
り
市
の
大
幅
下
落
に
つ
い

て
畜
連
の
白
坂
秀
喜
参
事
は
「
県
内
７

市
場
の
う
ち
６
番
目
と
い
う
遅
い
開
催

日
が
影
響
し
た
。
購
買
者
が
す
で
に
他

市
場
で
多
く
購
入
し
て
い
た
こ
と
が
当

畜
連
の
せ
り
市
価
格
に
響
い
た
。
コ
ロ

ナ
禍
や
紛
争
な
ど
不
安
定
な
世
界
情
勢

の
影
響
で
飼
料
価
格
等
の
高
騰
が
収
ま

ら
な
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
」
と
分
析

し
て
い
ま
す
。

価
格
は
左
記
の
通
り
で
す
。(

価
格

は
い
ず
れ
も
税
込
み)

。

大
幅
下
落
に
落
胆
の
生
産
者

東
臼
杵
郡
市
畜
産
農
業
協
同
組
合

連
合
会
は
５
月
22
、
23
日
の
両
日
、
櫛

津
町
の
延
岡
家
畜
市
場
で
５
月
期
子

牛
せ
り
市
を
開
き
ま
し
た
。
平
均
価
格

は
59
万
４
６
４
２
円
で
前
回
市
よ
り

11
万
２
９
２
円
減
、
前
年
度
同
期
比
で

も
15
万
５
９
１
９
円
減
と
大
幅
に
下
落

し
ま
し
た
。
平
均
価
格
50
万
円
台
は
平

成
27
年
の
１
月
期
以
来
７
年
ぶ
り
。
全

国
的
に
安
値
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

予
想
を
上
回
る
下
落
に
生
産
者
は
厳

し
い
表
情
で
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

頭数(頭) 最高(円) 最低(円) 平均(円) 日齢 体重(kg)
延
岡
農
協

雌 105 1,281,500 116,600 550,430 303 286.0
去 113  981,200 223,300 643,383 276 294.5
計 218 598,612 289 290.4

延
岡
市
場

雌 297 1,281,500 116,600 551,796 303 286.0
去 301  981,200 223,300 636,918 275 296.6
計 598 594,642 289 291.3

前年市(５月)前回市(３月)今回市(５月) 前年比 前回比
雌 707,296 640,415 551,796 △155,500 △88,619

去勢 786,527 763,790 636,918 △149,609 △126,872
平均 750,561 704,934 594,642 △155,919 △110,292

成 績 表

大幅な下落となった延岡家畜市場

５
月
期

せ
り
市
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鹿
児
島
全
共
宮
崎
県
大
会
へ

Ｊ
Ａ
延
岡
管
内
か
ら
は
石
田
町
の

織
田
直
行
さ
ん
（
39
）
の
「
み
ほ
の

ふ
じ
」（
父
・
耕
富
士
、
母
の
父
・
美

穂
国
）
が
第
３
区
、「
み
つ
ふ
じ
」（
父
・

満
天
白
清
、
母
の
父
・
忠
富
士
）
が

第
６
区
の
代
表
牛
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

北
川
町
深
瀬
の
井
本
隆
義
さ
ん
（
69
）

の
「
な
つ
み
」（
父
・
満
天
白
清
、
母

の
父
・
耕
富
士
）
は
重
複
で
第
３
区

お
よ
び
第
６
区
の
代
表
に
決
ま
り
ま

し
た
。

織
田
さ
ん
は
「
手
ご
た
え
を
感
じ
て

い
た
の
で
選
ば
れ
て
う
れ
し
い
」。
井

本
さ
ん
は
「
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
す
」
と
そ
ろ
っ
て
満
面

の
笑
み
を
見
せ
ま
し
た
が
、即
座
に「
目

標
は
日
本
一
」
と
気
持
ち
を
引
き
締
め

て
い
ま
し
た
。

宮
崎
県
代
表
牛
決
定
検
査
は
８
月
２

日
と
６
日
に
小
林
市
の
西
諸
県
畜
連
の

家
畜
市
場
、
全
国
大
会
種
牛
の
部
は
10

月
6
日
、
鹿
児
島
県
霧
島
市
で
開
か
れ

ま
す
。

第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

鹿
児
島
大
会
に
向
け
て
東
臼
杵
郡

市
畜
連
は
６
月
７
日
、
櫛
津
町
の
延

岡
家
畜
市
場
で
宮
崎
県
大
会
の
東

臼
杵
地
域
代
表
牛
を
選
ぶ
決
定
検

査
を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
延
岡
、
Ｊ

Ａ
日
向
管
内
か
ら
13
頭
が
出
場
し
、

第
３
区(

若
雌
の
２)

に
２
頭
、
第

６
区(

総
合
評
価
群)

に
４
頭
の
６

頭
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
第
４
区(
繁

殖
雌
牛
群)

は
該
当
な
し
で
し
た
。

東臼杵地域代表になった織田さん

東臼杵地域代表になった井本さん

北
方
町
和
牛
振
興
会

北
方
町
和
牛
振
興
会
は
５
月
24
日
、

町
農
林
産
物
集
出
荷
場
で
令
和
３
年
度

通
常
総
会
を
開
き
「
飼
養
衛
生
管
理
の

徹
底
」
な
ど
優
良
子
牛
の
生
産
に
努
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
川
原
博
之
副
組
合
長
は
「
子

牛
価
格
の
下
落
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る

が
粗
飼
料
の
自
給
率
ア
ッ
プ
な
ど
で
生

産
者
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り

切
っ
て
ほ
し
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

優
良
生
産
者
表
彰
に
続
い
て
行
わ
れ

た
畜
魂
祭
で
甲
斐
正
人
会
長
は
「
今
日

は
牛
の
御
霊
を
慰
め
、
牛
に
感
謝
す
る

日
。
気
持
ち
を
一
新
し
、
結
束
し
て
地

域
畜
産
の
振
興
に
全
力
で
取
り
組
み
た

い
」
と
意
気
込
み
を
示
し
ま
し
た
。

優
良
生
産
者
は
次
の
通
り
。敬
称
略
。

雌
子
牛
最
高
価
格
表
彰
＝
上
田
美
利

(

下
鹿
川)
▽
去
勢
子
牛
最
高
価
格
表

彰
＝
甲
斐
勝
喜(
三
ヶ
村)

▽
生
産
効

率
優
良
者
表
彰(

分
娩
間
隔
３
３
４
日)

＝
宮
木
宗
信(

二
股
中)

畜魂祭で感謝の誠を捧げる甲斐会長

父
の
日(

６
月
第
３
日
曜
日)

を

前
に
Ｊ
Ａ
酪
農
振
興
会
女
性
部
の
矢
北

玲
子
部
長
と
松
田
信
子
さ
ん
は
６
月
３

日
、
楠
田
組
合
長
に
地
元
産
の
「
延
酪

牛
乳
」１
㍑
パ
ッ
ク
を
贈
り
ま
し
た
。「
父

＝
牛ち

ち乳
」
の
ご
ろ
合
わ
せ
で
毎
年
、
こ

の
時
期
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

試
飲
し
た
楠
田
組
合
長
は
「
濃
厚
飼

料
の
高
騰
な
ど
で
酪
農
家
の
皆
さ
ん
も

経
営
を
圧
迫
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
厳
し
い
環
境
だ
が
何
と
か
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
し
た
上
で
「
Ｊ
Ａ
も
４

月
か
ら
理
事
会
で
理
事
の
皆
さ
ん
に

『
延
酪
牛
乳
』
を
振
舞
っ
て
い
る
。
消

費
拡
大
の
た
め
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
含
め

全
面
支
援
し
て
い
き
ま
す
」
と
励
ま
し

ま
し
た
。　

矢
北
部
長
は
「
心
強
い
支
援
に
感
謝

し
ま
す
。
私
た
ち
も
精
一
杯
努
力
し
ま

す
」
と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

「
父
の
日
」で
牛ち

ち乳
贈
る

酪
農
振
興
会
女
性
部楠田組合長 ( 中央 ) に牛乳を手渡す

矢北部長。向かって左が松田さん

東
臼
杵
代
表

東
臼
杵
代
表
にに
織
田
織
田
さ
ん
さ
ん
（（
石田町石田町
））
、、井
本
井
本
さ
ん
さ
ん
（（
北川町北川町
））

総会、畜魂祭で結束総会、畜魂祭で結束
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営
農
指
導

致
し
ま
す

☎
２
３-

１
８
９
２

JA

あなたもチャレンジ！ 家 庭 菜 園家 庭 菜 園

園芸研究家 ● 成松　次郎

カラシナ　ピリッとした辛みを楽しむ

カ
ラ
シ
ナ
（
芥
子
菜
）
は
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
不
結

球
菜
類
で
、
ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
み
の
ア
リ
ル
イ
ソ

チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
は
、
食
欲
増
進
と
殺
菌
効
果
を

示
し
ま
す
。
栄
養
成
分
と
し
て
、
ビ
タ
ミ
ン
類
、

ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
む
緑
黄
色
野
菜
で
す
。
カ
ラ

シ
ナ
は
や
や
冷
涼
な
気
候
に
適
し
、
夏
の
暑
さ
に

弱
い
も
の
の
、
寒
さ
に
は
強
い
野
菜
で
す
。
そ
の

た
め
秋
ま
き
し
、
秋
～
冬
取
り
が
一
般
的
で
す
。

【
品
種
】
日
本
各
地
に
固
有
の
品
種
が
あ
り
、
山
形

青
菜
（
山
形
）、
山
潮
菜
（
福
岡
）、
島
菜
（
沖
縄
）

な
ど
。
ま
た
、
葉
が
柔
ら
か
い
「
セ
リ
フ
ォ
ン
」
（
サ

カ
タ
の
タ
ネ
）、
赤
紫
に
色
づ
く
「
コ
ー
ラ
ル
リ
ー
フ

プ
ル
ー
ム
」
（
タ
キ
イ
種
苗
）、
ち
り
め
ん
状
の
「
グ

リ
ー
ン
フ
リ
ル
」（
ト
キ
タ
種
苗
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
畑
の
準
備
】
植
え
付
け
２
週
間
前
に
、
１
平
方
m

当
た
り
苦
土
石
灰
1
0
0
g
を
ま
い
て
、
深
く
土

を
耕
し
て
お
き
ま
す
。
１
週
間
前
に
畝
幅
60
～
70

㎝
、
幅
15
～
20
㎝
の
溝
を
掘
り
、
こ
の
溝
１
m
当

た
り
元
肥
と
し
て
化
成
肥
料
（
N
P
K
各
成
分

10
％
）
1
0
0
g
程
度
と
堆
肥
２
㎏
を
施
し
て

土
を
戻
し
、
く
わ
で
ま
き
床
が
平
ら
に
な
る
よ
う

な
ら
し
ま
す
（
図
１
）。

【
種
ま
き
】
溝
全
体
に
２
㎝
く
ら
い
の
間
隔
に
種
ま

き
し
ま
す
（
図
２
）。
な
お
、
苗
作
り
を
す
る
場
合
、

９
㎝
ポ
リ
鉢
に
５
～
６
粒
ま
き
、
間
引
き
し
て
本

葉
５
～
６
枚
の
苗
に
仕
上
げ
ま
す
。

【
間
引
き
】
じ
か
ま
き
で
は
、
1
回
目
は
本
葉
２
～

３
枚
時
に
株
間
５
～
６
㎝
、
２
回
目
は
本
葉
５
～
６

枚
時
に
株
間
10
㎝
く
ら
い
に
間
引
き
ま
す
。
そ
の

後
、
１
株
お
き
に
若
取
り
し
、
残
さ
れ
た
株
で
大

株
取
り
も
で
き
ま
す
。
初
め
か
ら
大
株
取
り
を
狙

う
場
合
は
、
株
間
を
20
㎝
く
ら
い
に
し
ま
す
（
図
３
）。

【
管
理
】
大
株
取
り
で
は
、
追
肥
と
し
て
年
内
と

年
明
け
に
、
１
回
当
た
り
畝
の
長
さ
１
m
に
つ
き

化
成
肥
料
を
50
g
く
ら
い
与
え
ま
す
（
図
４
）。

厳
寒
期
の
冬
取
り
で
は
、
霜
に
よ
る
葉
傷
み
を
軽

減
す
る
た
め
に
不
織
布
を
べ
た
が
け
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

【
病
害
虫
防
除
】
ア
オ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
に
は
ゼ
ン
タ
ー

リ
顆
粒
水
和
剤
（
B
T
剤
）
な
ど
で
防
除
し
ま
す
。

な
お
、
種
ま
き

後
は
防
虫
ネ
ッ
ト

や
不
織
布
の
べ
た

が
け
を
し
て
、

害
虫
の
食
害
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
収
穫
】
草
丈
20

㎝
く
ら
い
の
小
株

か
ら
収
穫
（
若

取
り
）
を
始
め
、

大
株
取
り
で
は
草

丈
30
～
40
㎝
で
株

元
か
ら
刈
り
取

り
ま
す
（
図
５
）。

図１ 畑の準備

図２ 種まき

図３ 間引き

図４ 追肥

図５ 収穫

（１）まき溝を作る

（３）土を戻す
（４） まき溝を

ならす

堆肥

化成肥料

15〜20㎝

畝幅60〜70㎝

種の間隔は２㎝程度

若取り

大株取り

大株取り

２回目
１回目

若取り

草丈20〜25㎝ 草丈30〜40㎝

化成肥料

株間10㎝株間10㎝

株間20㎝株間20㎝

（２）元肥を施す

Ｊ
Ａ
で
は
「
営
農
指
導
員
」
の
活
用

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
指
導
す
る
の

は
片
田
町
の
牧
野
哲
郎
さ
ん
で
す
。
牧

野
さ
ん
は
元
Ｊ
Ａ
農
産
園
芸
振
興
課
課

長
。
営
農
一
筋
43
年
の
経
験
と
培
っ
た

技
術
を
も
と
に
的
確
な
指
導
で
定
評
が

あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
「
い
き
い
き
農
業
塾
」
の
講

師
も
務
め
ら
れ
、
毎
月
、
塾
生
た
ち
を

指
導
。
塾
生
た
ち
か
ら
は
「
専
門
書
を

読
ん
で
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
、
牧
野

さ
ん
の
説
明
を
受
け
る
と
分
か
り
ま

す
」
と
好
評
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
Ｊ
Ａ
農
産
園
芸
振

興
課
℡
２
３-

１
８
９
２
ま
で
、
お
気

軽
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

牧野さん ( 中央 ) の説明に聴き入る塾生の皆さん
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病
害
虫
防
除

近
年
、カ
メ
ム
シ
の
被
害
粒
が
多
発
し

て
お
り
ま
す
。
カ
メ
ム
シ
類
の
吸
汁
害

を
受
け
る
と
斑
点
米
と
な
っ
て
、検
査
等

級
の
格
下
げ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
最
終

防
除
は
収
穫
７
日
前
ま
で
防
除
で
き
る

「
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤
10
」が
効
果
的
で
す
。

こ
の
た
め
、穂
い
も
ち
は
穂
ぞ
ろ
い

期
の
防
除
を
、カ
メ
ム
シ
は
穂
ぞ
ろ
い

期
と
そ
の
後
７
日
か
ら
10
日
目
ご
ろ
の

２
回
の
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

落
　
水

完
全
落
水
の
時
期
は
、
収
穫
前
５
日

ご
ろ
を
目
安
と
し
て
、
土
壌
条
件
や
降

雨
等
を
考
慮
し
て
行
い
ま
す
。

落
水
が
あ
ま
り
早
い
と
玄
米
の
充
実

が
悪
く
な
り
、収
量
や
品
質
、食
味
の
低

下
に
つ
な
が
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

中
干
し

中
干
し
は
、
一
株
当
た
り
20
〜
25
本

程
度
、分
け
つ
茎
数
が
確
保
さ
れ
た
ら

１
週
間
程
度
行
い
ま
す
。

※
中
干
し
の
効
果　

①
土
に
新
鮮
な

空
気
を
送
っ
て
根
を
健
全
に
す
る
②
下

位
節
間
が
抑
制
さ
れ
倒
伏
を
防
止
す
る

③
有
害
ガ
ス
を
抜
い
て
、
秋
落
ち
防
止

④
無
効
分
け
つ
を
抑
制
す
る
。

軽
く
足
跡
が
つ
く
程
度
が
目
安
で
す

が
、湿
田
で
は
ヒ
ビ
が
入
る
程
度
に
行

い
ま
す
。
中
干
し
は
、そ
の
年
の
天
候
に

よ
っ
て
適
期
が
異
な
り
ま
す
の
で
、長

期
予
報
や
稲
の
状
態
を
見
な
が
ら
時
期

を
決
め
ま
し
ょ
う
。

穂
　
肥

穂
肥
は
、
出
穂
20
日
〜
15
日
前
ま
で

の
適
期
に
、適
量
を
施
用
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
早
す
ぎ
る
と
一
穂
の
籾
数

は
多
く
な
る
が
、茎
の
下
位
節
間
や
上

位
葉
が
伸
び
て
、倒
伏
し
や
す
く
受
光

態
勢
も
悪
く
な
り
ま
す
。
反
対
に
遅
く

な
る
と
倒
伏
の
問
題
は
な
い
が
、一
穂

の
籾
数
が
少
な
く
な
り
、
食
味
低
下
の

要
因
と
な
り
ま
す
。

穂
肥
の
目
的
は
、穂
と
な
る
茎
の
割

合
を
高
め
て
穂
数
を
増
や
し
、一
穂
を

大
き
く
し
籾
の
実
入
り（
登
熟
歩
合
）を

高
め
る
こ
と
で
す
。
穂
肥
の
時
期
は
ま

ず
田
ん
ぼ
に
入
り
、穂（
幼
穂
）の
出
来

具
合
を
確
認
し
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
幼
穂
の
確
認
）水
口
、畦
際
は
さ
け
、中

の
平
均
的
な
生
育
を
し
て
い
る
株
の
、

最
も
草
丈
の
長
い
茎
を
出
来
る
だ
け
地

際
か
ら
抜
き
取
り
、茎
を
出
来
る
だ
け

丁
寧
に
１
枚
ず
つ
は
ぎ
取
り
な
が
ら
確

認
し
ま
す（
幼
穂
長
１
㌢
ご
ろ
が
適
期
）。

（
穂
肥
の
量
）穂
肥
の
量
は「
Ｂ
Ｂ
追
肥
２

号
」を
葉
色
を
見
な
が
ら
10
㌃
当
た
り

５
〜
10
㌔
を（
食
味
を
重
視
す
る
方
は
ミ

ネ
ラ
ル
追
肥
を
10
㌃
当
た
り
10
〜
20
㌔
）

施
用
し
て
く
だ
さ
い
。「
一
発
く
ん
」を

施
用
し
た
圃
場
は
基
本
的
に
追
肥
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ウ
ン
カ
類
に
ご
注
意

◎
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ（
秋
サ
ベ
）

海
外
か
ら
の
飛
来
性
害
虫
で
、
梅
雨

時
期
に
中
国
南
西
部
よ
り
飛
来
し
ま
す
。

主
に
株
元
を
好
む
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ

は
、繁
殖
力
が
旺
盛
で
稲
の
株
元
に
薬
剤

が
届
く
生
育
初
期
の
防
除
が
ウ
ン
カ
対

策
に
は
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

稲
が
大
き
く
な
る
と
、薬
剤
が
株
元

ま
で
届
き
に
く
く
防
除
が
難
し
く
な
り
、

被
害
が
拡
大
し
坪
枯
れ
を
起
こ
す
原
因

と
な
り
ま
す
。
中
干
し
が
不
十
分
な
圃

場
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ａ
購
買
店
舗
、Ｇ
１
店
舗
等
に
掲
示

さ
れ
る
防
除
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ（
夏
サ
ベ
）

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
同
様
、海
外
か
ら

の
飛
来
性
害
虫
で
す
。
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン

カ
は
主
食
用
米(

主
に
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ)

に

害
を
及
ぼ
し
ま
す
が
、セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

は
イ
ン
デ
ィ
カ
米
を
よ
く
好
み
、飼
料

用
稲(

ミ
ナ
ミ
ユ
タ
カ)

の
被
害
拡
大
が

懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
主
食
用
米
同
等
の

管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
飼
料
用
稲
は
使
用
で
き
る
農
薬
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
布
前
に
は
購
買

店
舗
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

水
管
理

幼
穂
が
形
成
さ
れ
て
穂
ば
ら
み
期
か

ら
出
穂
期
ま
で
が
、
稲
の
生
育
上
最
も

水
を
必
要
と
す
る
時
期
。
穂
ば
ら
み
期

か
ら
出
穂
期
ま
で
は
、
や
や
深
水
管
理

と
し
、水
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。 

〔
農
産
園
芸
振
興
課
〕

稲
作
情
報

稲
作
情
報

早
期
水
稲

普
通
期
水
稲

終盤に入った田植え。写真は夏田さんの水田(祝子町)

普
通
期
水
稲
の
田
植
え
も
終
盤
に
入

り
ま
し
た
。
尾
崎
町
の
夏
田
ミ
ツ
子
さ

ん
（
78
）
が
委
託
し
た
祝
子
町
の
水
田

45
㌃
の
田
植
え
は
６
月
６
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

田
植
え
機
が
行
き
交
う
水
田
を
見
守

り
な
が
ら
「
夫
を
亡
く
し
た
13
年
前
か

ら
田
植
え
、
稲
刈
り
、
籾
す
り
ま
で
委

託
し
て
い
ま
す
。
水
入
れ
や
除
草
な
ど

は
体
調
と
相
談
し
な
が
ら
自
分
で
し
ま

す
」と
夏
田
さ
ん
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

田
植
え
は
１
日
で
終
わ
り
ま
し
た
。

「
台
風
な
ど
の
災
害
に
遭
う
こ
と
な

く
順
調
に
育
っ
て
ほ
し
い
」。
続
け
て

「
父
の
代
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
の
で
、

ど
の
よ
う
な
形
で
も
元
気
な
間
は
こ
の

水
田
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
農
業
へ

の
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

田
植
え

田
植
え

尾
崎
町
の
夏
田
さ
ん
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梅雨前にはタンクの掃除をしてください。
１．飼料は引き取り後、できるだけ早く使い切る
ようにしましょう。

２．長期間タンク内の清掃が行われていないと内
壁へ飼料が付着し、固結していることがあり、
カビ、虫の発生の原因となります。梅雨までに
タンクを一度空にして付着している飼料の固
まりを除き、１日程度通気・乾燥させてから
使用しましょう。

３．梅雨時や強風時のタンクのフタの閉め忘れに
注意しましょう。

１．直射日光をさけ、風通しのよい所へ保管しま
しょう。また、地面に直接置かずにスノコなど
の上に置きましょう。

２．在庫をおさえ、入庫の順に使用しましょう。
３．梅雨前には、倉庫の清掃・補修をしましょう。

バラ製品について

袋物製品について

梅雨・夏場の飼料の取り扱いに
注意しましょう！

梅雨・夏場の飼料の取り扱いに
注意しましょう！

お問い合わせは、お近くのJA窓口へ

令和４年12月30日（金）まで

00円円

全ての期間

JAバンクは、農家の皆様を 応援 します!

実
質
保証

料負担
事 業 実 施 期 間

農業近代化資金
&アグリマイティー資金

農業近代化資金 5年間最長 実質負担金利 0%

アグリマイティー資金 3年間最長 実質負担金利 0.65%
ご利用資金使途
□農業用施設・機械の購入、家畜の購入または育成など

利子補給については当初借入100万円以上が対象

JA延岡農業研修生募集
（トレーニングハウス活用）

ＪＡ延岡では農業に対する固い意志と意欲がある農業後継者や新規就農希望者を対象に
研修生を募集します。
項    目

研 修 条 件

年    齢
研 修 期 間
研 修 方 法
研 修 作 物
募 集 人 員
募 集 期 間
研 修 助 成 金
資 格 取 得

内 容

研修終了後も引き続き市内に居住および就農し、かつ生産部会等へ加入して地域
農業の振興に積極的に取り組む者

18歳以上概ね50歳まで

令和４年８月１日～令和５年7月31日（１年間）     

ＪＡで定めるカリキュラムに基づき研修する

『スナップエンドウ』『ズッキーニ』『露地野菜』等

希望者数及び受け入れ体制により決定（２名程度）※面談により決定

令和４年度の募集期間は６月20日（月）～７月15日（金）

研修助成金制度のご利用が出来る場合があります。（各事業の要項にあった場合）

研修期間中に必要な資格等の取得を行う  
詳しい募集要領及び研修申込書は下記へお問い合わせ下さい。

JA延岡　営農経済部　営農総合対策課　TEL　0982－23－1901
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登録はこちらから
（無料）

農業者、漁業者、県民の皆様の
「知りたい！ 伝えたい！ 相談したい！」
にお応えします
農業・水産業に関する
→多様な情報をホームページでわかりやすく提供！
→タイムリーな情報をＳＮＳ等を活用して発信！
→皆様の思いや意見を集約！

観葉植物コルディリネ観葉植物コルディリネ
感激の土佐田さん（北浦町）

35年目で咲きました北
浦
町
市
振
の
土
佐
田
勝
行
さ

ん
（
81
）
宅
の
コ
ル
デ
ィ
リ
ネ
・

ス
ト
リ
ク
タ
（
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン

科
）
が
35
年
目
に
し
て
初
め
て
可

憐
な
花
を
咲
か
せ
地
域
の
話
題
に

な
り
ま
し
た
。

妻
の
春
美
さ
ん
（
73
）
が
昭
和
62

年
、
観
賞
用
と
し
て
知
人
か
ら
譲
っ
て

も
ら
っ
た
も
の
で
、
鉢
植
え
の
状
態
で

玄
関
前
に
置
い
て
大
事
に
育
て
て
き
ま

し
た
。「
花
が
咲
く
と
は
思
わ
な
か
っ

た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
淡
い
紫
の
蕾
か

ら
か
わ
い
い
黄
色
い
花
が
現
れ
た
の
に

は
感
動
し
ま
し
た
」
と
大
感
激
の
春
美

さ
ん
で
す
。

い
つ
の
ま
に
か
鉢
の
底
か
ら
幹
を

伸
ば
し
直
接
地
面
か
ら
生
え
て
生
育
。

「
当
初
高
さ
50
㌢
ほ
ど
で
し
た
が
今
で

は
１
・
５
㍍
を
超
え
ま
し
た
」
と
春
美

さ
ん
。
今
年
４
月
、
近
所
の
人
が
蕾
を

発
見
。
５
月
に
入
っ
て
次
々
と
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。

「
珍
し
い
花
が
咲
く
と
不
吉
な
こ
と

が
起
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。実
際
、

平
成
19
年
、
数
十
年
ぶ
り
に
ハ
ス
ガ
ラ

の
花
が
咲
き
、
台
風
で
養
殖
用
い
け
す

が
解
体
し
多
く
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

今
回
は
不
吉
な
知
ら
せ
で
は
な
く
コ
ロ

ナ
禍
に
気
を
つ
け
な
さ
い
と
い
う
神
様

か
ら
の
啓
示
か
も
…
」
と
春
美
さ
ん
は

前
向
き
に
と
ら
え
て
い
ま
す
。

３５ 年ぶりの開花を喜ぶ春美さん
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★ポジティブリスト制度(残留農薬)による散布制限のお知らせ。

対象病害虫 散布日程（予定）

７月中旬～
７月下旬

８月上旬～
８月中旬

８月下旬～
９月上旬

いもち病

紋枯病

ウンカ

コブノメイガ

いもち病

ウンカ

カメムシ

いもち病

紋枯病

ウンカ

カメムシ

１回目
札色（青）

２回目
札色（橙色）

３回目
札色（赤）

（農産園芸振興課）

（３回連続の防除を行い、病害虫発生の予防に
努めましょう）

食品衛生法の施行により、残留農薬基準値が厳しくなり、基準

を超えて農薬が検出された場合、その作物は原則「流通禁止」と

なります。

このため無人ヘリ防除については、他作物への農薬飛散防止の

ため、出荷をする露地野菜の圃場が隣接している水田の防除は実

施できません。民家に隣接する水田についても実施できません。皆

様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

※立札は、回数によって色分けをしています。

（立札と申込用紙は、グリーンワン各店舗に準備しています）

※稲の生育状況、気象状況によって散布時期に変更を行うこと

があります。

※雨風、台風期の立札管理にも十分注意をお願いいたします。

※２、３回目は、病害虫の発生に伴い農薬を変更する場合があり

ます。

※面積は、水稲細目書の本地面積を参考に記入して下さい。

2022年度

防除「無人ヘリ」

お
中
元
の
マ
ナ
ー

知
っ
て
お
き
た
い
マ
ナ
ー
集

和
文
化
講
師
●
滝
井
ひ
か
る

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
目
上

の
方
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
贈
る
お
中

元
。も

と
も
と
、「
三
元
」あ
る
う
ち
の

７
月
15
日
を「
中
元
」と
し
て
、半
年

間
の
無
事
を
祝
い
、先
祖
の
供
養
を

し
、贈
り
物
を
贈
り
合
っ
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
来
は
、持
参
し
て
直
接
お
渡
し

す
る
の
が
マ
ナ
ー
で
す
が
、近
頃
は

遠
方
で
な
く
て
も
配
送
を
手
配
す
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

送
り
っ
放
し
に
す
る
の
で
は
な
く
、

必
ず
送
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
手
紙

や
は
が
き
な
ど
の
送
り
状
を
先
駆
け

て
出
し
ま
し
ょ
う
。
間
柄
に
よ
っ
て

は
、電
話
や
メ
ー
ル
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

東
京
周
辺
で
は
、７
月
初
旬
か
ら

７
月
15
日
ま
で
に
、関
西
な
ど
地
方

に
よ
っ
て
は
、７
月
中
旬
か
ら
８
月

15
日
ま
で
に
届
く
よ
う
贈
り
ま
す
。

そ
の
地
域
の
お
盆
の
時
期
に
合
わ
せ

る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

も
し
送
る
時
期
が
遅
れ
て
し
ま
っ

た
ら
、表
書
き
を「
暑
中
御
伺
い
」と

し
ま
す
。
立
秋（
８
月
８
日
こ
ろ
）を

過
ぎ
た
ら「
残
暑
御
伺
い
」と
し
ま
す
。

ど
ち
ら
も
目
上
の
方
に
は「
暑
中
見

舞
」「
残
暑
見
舞
」よ
り
丁
寧
な
表
書

き
に
な
り
ま
す
。

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
た

め
な
の
で
、年
賀
状
と
違
っ
て
先
方

に
不
幸
が
あ
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

仏
教
で
四
十
九
日
が
過
ぎ
て
か
ら
、

「
暑
中
御
伺
い
」「
残
暑
御
伺
い
」と
し

て
贈
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

お
中
元
を
贈
っ
て
、お
歳
暮
を
贈

ら
な
い
、と
い
う
の
は
マ
ナ
ー
違
反

で
す
。
も
し
１
年
に
２
度
か
ら
１
度

に
整
理
し
て
い
く
な
ら
、「
今
年
も
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
」と
い
う
思
い

で
お
歳
暮
を
残
し
ま
す
。そ
し
て
、お

中
元
を
暑
中
御
見
舞
い
の
手
紙
や
は

が
き
に
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
し
ま
す
。

一
度
贈
り
始
め
た
ら
、な
か
な
か

そ
の
し
ま
い
方
が
難
し
い
も
の
で

す
。
そ
の
時
々
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
へ
は
、お
中
元
や
お
歳
暮
の
時
期

で
あ
っ
て
も
、都
度「
御
礼
」と
い
う

表
書
き
で
感
謝
の
気
持
ち
を
贈
り
ま

し
ょ
う
。
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未来のＪＡ延岡を担う職員を募集します！

１ 応募資格 大　卒：大学卒業の方および令和5年3月卒業見込の方
  短大卒：短大(専門学校）卒業の方および令和5年3月卒業見込の方
  高　卒：高校卒業の方および令和5年3月卒業見込の方
  
２ 募集人員 正職員（総合職）　15名程度 
  
３ 応募手続 ①履　歴　書 　②学業成績証明書　③卒業証明書または卒業見込証明書 
  ※特殊な技能を有する者はその免許証の写し 
  
４ 応募期間 令和4年9月5日（月）～9月14日（水）必着 
  
５ 選考方法・日程 １次試験　：　①筆記試験　能力検査（言語理解・計数理解）　②適性検査　③作文 
  　　　　　　　午後～面接 
  　　　　　　　※昼食については、準備致します。 
  　　　　　　　令和4年9月17日（土） 
  ２次試験　：　面接試験（日程未定） 
  
６ 試験会場 ＪＡ延岡（延岡市川原崎町281-1）　本店3階　小ホール　TEL ：0982- 23-1880 
  
７ 応募書類提出先 〒882-0033  延岡市川原崎町281-1　　TEL ：0982- 23-1880　 
  延岡農業協同組合 総務課  担当　冨岡、森山までお問い合わせ下さい。 
  E-mail ： kanrika@nobeoka.mz-ja.or.jp

JA延岡 職員募集のご案内 (大卒・短大卒・高卒)令和５年度

６
月
強
調
月
間
進
発
式

楠
田
組
合
長
は
「
そ
れ
ぞ
れ
が
Ｊ
Ａ

の
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
理
解
し
、
工

夫
を
凝
ら
し
て
職
務
に
精
励
し
て
ほ
し

い
。
常
に
持
て
る
力
を
１
０
０
％
発
揮

し
て
い
る
か
、
自
問
自
答
し
な
が
ら
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
み
ん
な
の
努

力
で
正
念
場
の
６
〜
９
月
を
乗
り
切

る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
」
と
叱
咤

激
励
し
ま
し
た
。

金
融
共
済
部
の
富
高
英
雄
部
長
は

強
調
月
間
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て

説
明
し
た
後
「
商
品
知
識
を
身
に
付

け
た
上
で
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

コ
ロ
ナ
禍
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
積

極
的
に
訪
問
活
動
を
展
開
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
。

Ｌ
Ａ
、
Ｓ
Ａ
１
人
ひ
と
り
が
楠
田
組

合
長
の
前
で
「
１
日
１
日
を
無
駄
に
す

る
こ
と
な
く
推
進
活
動
に
ま
い
進
し
ま

す
」
な
ど
と
決
意
を
表
明
。
楠
田
組
合

長
は
全
員
と
「
グ
ー
タ
ッ
チ
」
し
て
励

ま
し
ま
し
た
。

最
後
に
伊
形
支
店
の
前
田
康
平
Ｌ
Ａ

の
音
頭
で
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
を
行
い
、

気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
６
月
Ｌ
Ａ
・
Ｓ
Ａ

強
調
月
間
進
発
式
は
５
月
31
日
、

本
店
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。
Ｌ
Ａ
25
人
、
Ｓ
Ａ
９
人
が
楠

田
富
雄
組
合
長
の
前
で
早
期
目
標

達
成
へ
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

「グータッチ」で励ます楠田組合長（右）

ガンバロウ三唱で気勢を上げる参加者

Ｌ
Ａ
Ｌ
Ａ
2525
人
、Ｓ
Ａ
９
人
が
決
意
表
明

人
、Ｓ
Ａ
９
人
が
決
意
表
明
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令和４年度令和４年度
東臼杵北部地区農業者研修のご案内東臼杵北部地区農業者研修のご案内
区分 No. 研修内容 講師 日時 時間 場所

基礎研修

県
リ
カ
レ
ン
ト
研
修

1 農業と気象 宮崎県農業試験場
村岡　精二 ７月５日 （火） 13:20～16:00

北部普及センター
（県立農業大学校
農業総合研修セン
ター講義のオンラ
イン配信研修）

※印の研修は座学
のみオンライン配
信

2 病害虫防除 専門技術指導担当
溝邊　真 ７月20日 （水） 13:20～16:00

3 土壌肥料Ⅰ 専門技術指導担当
杉田　浩一 ７月26日 （火） 13:20～16:00

4 ※ 土壌肥料Ⅱ 専門技術指導担当
杉田　浩一 ７月27日 （水） 13:20～16:00

5 経営基礎 専門技術指導担当
河野　昌晃 ７月28日 （木） 13:20～16:00

6 ※ ひなたＧＡＰ GAP指導担当
森高　久美 ８月５日 （金） 13:20～16:00

7 農地制度・農業者年金 県農業担い手対策課
宮崎県農業会議 ８月９日 （火） 13:20～16:00

8 ※ 食品加工 食品加工専門アドバイザー
福山　明子 ８月23日 （火） 13:20～16:00

9 ※ 鳥獣害対策 鳥獣被害対策支援センター
弓削　有子 ８月25日 （木） 13:20～16:00

10 農作業安全 専門技術指導担当
福川　泰陽 ８月30日 （火） 13:20～16:00

地域

11 簿記研修 普及センター ７～２月 未定 13:30～16:30 北部普及センター

12 農業制度資金 
農業セーフティーネット

農林振興局
ＮＯＳＡＩ北部センター ８月 未定 未定 北部普及センター

応用研修 地域
13 税務研修 税務署 11月 未定 13:30～16:30

ＪＡ延岡本店
（ＪＡ延岡経営者組
織協議会と共催）

14 スマート農業 未定 未定 未定 未定 未定

基礎研修：新規就農者、農業研修生等対象
応用研修：認定農業者、中堅農家等対象

実習

事例見学

実習

実演

【研修のお問い合わせ・申込み】
東臼杵北部農業改良普及センター（地域支援担当：森下）
住所：延岡市長浜町1の1713
TEL：0982-32-3216    FAX：0982-32-3234
E-mail：hokubu-nokai@pref.miyazaki.lg.jp

↑QRコードからも
お申し込みできます
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園芸用ビニールハウスの園芸用ビニールハウスの
整備を支援します整備を支援します

　延岡市では、地元産の魅力ある園芸作物の安定
生産、高品質化、地産地消及び生産者の所得向上
を支援するため、『園芸用ビニールハウス』の整
備等に対しての助成を行います。

◆補助対象経費◆
①�パイプハウス、単棟強化ハウス、APハウスの
新設
②�循環扇、加温機、スマート技術等の機械設備
の導入

③ハウス栽培用資材の導入
④中古ハウスの解体・運搬・組立
⑤ビニールの被覆
◆対象者◆
　認定農業者、認定新規就農者
※��補助率や補助上限額、その他条件等詳しくはお問合せ
ください。

申し込みおよび問い合わせ先

延岡市役所　農業畜産課　TEL 22 - 7018

閉店のお知らせ閉店のお知らせ
　　「グリーンワンおおかど」は、６月30日（木）を
もって閉店いたします。長い間の皆様からの
ご支援に、心より感謝申し上げます。
　新グリーンワン店舗は、７月４日（月）午前
10時から営業いたします。引き続きご愛顧の
ほど、よろしくお願いします。

〔新 住 所〕	延岡市川原崎町281番地1
 （JA延岡本店敷地内）
〔電話番号〕	26 - 8118
〔営業時間〕	8：30〜18：00
 （土日・祝祭日は17：00まで）

※�閉店から新店舗オープンまでの３日間は「グリー
ンワン」での取扱いができません。必要な購買
品については事前にお買い求めください。

※�7月1日（金）、三北購買店舗は通常営業いたします。

JA延岡経済課

移動金融店舗車両巡回スケジュール
●●●●

●
●●●●

●
そらたま

号
そらたま

号

払い出しはお１人様50万円まで。 入金は200万円まで。キャッシュカードでの取り扱いはできません。

ご利用の際は、印鑑と通帳をご持参ください。

普通貯金入出金取扱い業務▶ 定期積金の掛込 通帳の記帳・繰越 税金、公共料金の受入れ

ATMは設置して
いません。

毎週木曜日はメンテナンスのため運休

月曜日
時　間 場　所

10：00〜11：00 富美山コミュニティセンター
12：45〜13：05 宮野浦中央公園
13：40〜14：20 市尾内
14：40〜15：00 旧阿蘇漁港前

火曜日
時　間 場　所

 9：00〜10：30 旧Ａコープ桜ヶ丘店
11：00〜11：30 片田公民館
13：00〜14：30 ととろふれあい館（旧土々呂支店）

水曜日
時　間 場　所

 9：00〜10：00 旧Ａコープ桜ヶ丘店
10：30〜11：00 桑平バス停
12：30〜14：00 旧G1ひらた

金曜日
時　間 場　所

 8：50〜 9：20 伊原営農集会所
 9：40〜10：10 岡元公民館
10：40〜11：10 行縢多目的集会所
13：00〜13：30 唐立営農研修館
13：50〜14：20 二股上公民館
※天候や交通状況により、遅延・運休になる場合があります。
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人と地域の未来のために

㈱JA延岡エネライフ
●LPG販売事業部
　プロパンガス・住宅設備
宮崎県延岡市粟野名町1505  (代)TEL：33-4460 FAX：21-3650

●石油燃料販売事業部
　東海SS・松山SS・鉄工団地SS

●自動車整備/販売事業部
　九州運輸局長指定工場(車検・板金)

エネライフ 通 信

安い !!
新車 中古車

オイル交換が

・試乗会開催!!  ・見積  ・買取相談

愛車無料点検 !!

1,500円/台(税込)軽自動車

2,000円/台(税込)普通車
「OW20-」は+￥500
※エレメント交換は別途料金がかかります。
※大変混雑が予想されます。混雑時はお時間をいただく場合があります。

「OW20-」は+￥500
※エレメント交換は別途料金がかかります。
※大変混雑が予想されます。混雑時はお時間をいただく場合があります。

多数
展示

９日［土］
10日［日］

Ａ
Ｍ

Ｐ
Ｍ

Ａ
Ｍ

Ｐ
Ｍ

住所：延岡市粟野名町1505
TEL：0982-33-4460

【会場】 タカラスタンダード
　　　 延岡ショールーム
　　　 住所：延岡市古川町627-3

10：00▶　 5：00Ａ
Ｍ

Ｐ
Ｍ時 間

※当日の予約状況にて時間の変更をお願いする場合がございます。
　予めご了承くださいませ。

ご予約来場特典① お見積り特典②
事前予約の上ご来場のお客様に

フライパン
　　プレゼント!!

システムキッチン
システムバスお見積りの方へ
カタログギフトプレゼント!!

＆

毎月／第1・3日曜日
毎月／第2・4日曜日

祝日／日曜日

令和4年 6月1日　▶ 6月30日水 木【予約期間】
令和4年 7月1日　▶ 8月31日金 水【実施期間】

ご予約
お問い合わせは、
右記給油所まで

●お一人様、各１回のみ有効。●他の割引・サービスとの併用はできま
せん。●現金との引き換えはできません。●紛失・盗難の際は再発行い
たしません。

ご利用の際、切り離さないで
スタッフまでご提示下さい。

ガソリン
軽 油

ガソリン
軽 油55円/ℓ円/ℓ

割引割引 55円/ℓ円/ℓ
割引割引

株式会社 JA延岡エネライフ
松山SS・東海SS・鉄工団地SS

●お一人様、各１回のみ有効。●他の割引・サービスとの併用はできま
せん。●現金との引き換えはできません。●紛失・盗難の際は再発行い
たしません。

株式会社 JA延岡エネライフ
松山SS・東海SS・鉄工団地SS

ご利用の際、切り離さないで
スタッフまでご提示下さい。

ガソリン・軽油

特別割引券進呈!!

まとめてご利用でお得!!まとめてご利用でお得!!
複数台割引 特典

1
特典
1

特典
2
特典
2

1台のみ
2～3台

4台～

通常価格より
通常価格より

通常価格より

ご家族まとめて！職場でまとめて！お得にキレイに！！

ご家族まとめて！職場でまとめて！お得にキレイに！！

15%15%OFFOFF10%10%OFFOFF 25%25%OFFOFF

さらに期間中にコーティングで

大好評につき
 BOXティッシュ5箱

　　プレゼント!!

ご予約は ☎ 33-2181（プロパン直通）まで
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ATMまたはJAネットバンクで預入された場合は粗品対象外となります。

お問い合わせは、お近くの JA 窓口へ

お問い合わせは、お近くの JA 窓口へ

■サイズ：
W76×H63×D17mm
■写真はイメージです。
実際の商品と多少異な
る場合がございます。
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生活指導係
おすすめ Nobeoka's seasonal recipe

ズッキーニとホワイトツナ缶の和え物

①ズッキーニを 2・3㍉幅にスライスして、塩を振り５分ほ
ど置く。

②水分が出るのでズッキーニをよく絞る。

③ズッキーニ、ホワイトツナ缶、コショウ、ごま油を入れて
和える。

延岡の旬レシピ

作り方

ワンポイント
アドバイス

ズッキーニにマヨネーズを和えても
おいしいです。

純
正
ご
ま
油

ホ
ワ
イ
ト

ツ
ナ
フ
レ
ー
ク

材料（２人分）エーコープマーク品

ズッキーニ ………………２本
ホワイトツナ缶 …………１缶
トマト（中）………………１個
塩　コショウ ……………適宜
ごま油……………… 大さじ１

お問い合わせは、お近くの JA 窓口へ

スマホやパソコンから
いつでもご契約内容が

見られます！

確定申告・年末調整時に
ハガキをなくしても、

払込証明書をデータで作成
できます！

ご家族の連絡先が登録できる
ため、もしもの時に
ＪＡからご家族の方へ
ご連絡できます！

窓口に行かなくても、
いつでもＷｅｂ上で

住所や電話番号の変更、
振込口座等を変更できます！
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すこやかに宝

延岡警察署だより延岡警察署だより

松下 楓
かえで

 くん（5歳） 平成29年2月22日生まれ

暖
は る

 くん（3歳） 平成30年10月29日生まれ

詩
う た

 ちゃん（0歳） 令和３年10月14日生まれ

惣領町松下哉太さん、響さんの長男、次男、長女

楓くんは何事にも積極的で行動派。特にスポーツが大好き。今はラ
グビースクールに通っています。暖くんは人懐っこく、お茶目な性格。
踊りを披露したりして、その場を明るい雰囲気にしてくれるムードメー
カー。詩ちゃんはいつもにこにこ、愛嬌たっぷり。みんなのアイドル
です。「思いやりのある優しい子に」とご両親。

JA延岡

夏の生活応援キャンペーン！

令和４年

７月１日（金）～
８月31日（水）

「サンAジュースチラシ
全商品」

割引販売いたします!

※グリーンワン、購買店舗で
お受取りのみの特別割引です。
詳しくはお近くの各店舗へ
お問い合わせください。

期間限定！

お掃除機能付エアコンで
安心していませんか!？

お掃除機能付きエアコンは密閉度が
高く、カビが繁殖しやすい環境!

お問合せ先 ＪＡ営農経済部経済課　ＴＥＬ23-1894

壁掛けスタンダードエアコン洗浄

エアコン洗浄はカビ汚れ・嫌な臭い・
ハウスダストをしっかり除去!
エアコン洗浄はカビ汚れ・嫌な臭い・
ハウスダストをしっかり除去!

エアコンの分解洗浄エアコンの分解洗浄
そこで!! そこで!! 

お気軽にご相談ください！

小・中学校の
保護者の皆様へ

どうすれば子供を守れるの？

  かけがえのない大切な子供たちの
　　「命・人権・可能性」を力を合わせて守りましょう!

〜我が子を「インターネット・SNS利用に起因する犯罪」の 
 被害・加害者にしないために〜　

親子で一緒に “SNSのリスク（危険性）について
考える機会”をつくりましょう!!

宮崎県警察本部
少年課からのお願い

○SNSの楽しさだけではなく、危険性も忘れないため
の機会をつくるようにしましょう。

○「警察庁」や「警察協会」が作成して
いる動画コンテンツ等の各種資料を
御活用ください。

※右の二次元コードは、「健全育成ハン
ドブック」です。ぜひ御一読ください。

ｰ 宮崎県警察本部少年課 ｰ
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お便りコーナー

月

3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

5/21～6/21
双子座

6/22～7/22
蟹　座

7/23～8/22
獅子座

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

10/24～11/22
蠍　座

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚　座

モ
ナ
・
カ
サ
ン
ド
ラ

運
勢

あ
な
た
の

身近な出来事、楽しい話題などありました
ら何でも結構です。「ふれあい広場」まで
お便りください。お待ちしています。

〒882-0033 延岡市川原崎町281-1
JA延岡総務課 広報係

年金のお受取りは
JA延岡で 安心 便利

年金感謝デー

実施中!!

年金振込日にJA窓
口へ年金をお受け
取りにご来店いた
だいた方へ、プレ
ゼント!!
※数に限りがございます
ので、お早めにご来店
下さい。

お問い合わせは、最寄りのJA窓口まで

日本唯一の日刊農業専門紙

日本農業新聞

お役に立てる情報をお届けします。

ＪＡ延岡の記事も載っています。

１か月2,623円(税込み)

購 読 の お 願 い

7 月文月

77
JA 延岡女性部伊形支部の「いがた朝市」は、毎月第１・第３水曜日午前 8時から　　　　　　Ａコープ一ヶ岡店駐車場で開催しています。旬の野菜、果物、農産加工品を食卓にいかがですか。

オードブル（５～６人前） 6,600円 （※写真は、3,850円の祝会席膳です）
値段はいずれも税込です。

各種会席膳 3,300円より 延岡市大武町３９-２
TEL 35-0011
FAX 35-5235

ご予約承り中！
仕出し料理 冠婚葬祭から、各種会席膳、

オードブル、寿司盛り、行楽弁当など、
真心サービスにてご奉仕いたします。
どうぞご賞味下さい。
※座卓、座布団、グラス等を人数に応じて
　貸し出しいたします。
※ご予算に応じてご注文承ります。

【
全
体
運
】

性
急
に
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
行
動
を
セ
ー
ブ
し

て
。
じ
っ
く
り
取
り
組
め
ば
好
結
果
に
。
衝
動

買
い
に
注
意
。
下
旬
は
勝
負
強
さ
あ
り

【
健
康
運
】

食
べ
過
ぎ
は
思
っ
た
以
上
の
ダ
メ
ー
ジ
に
。
運
動
を

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ズ
ッ
キ
ー
ニ

【
全
体
運
】

努
力
の
成
果
が
目
に
見
え
や
す
く
、
や
り
が
い

を
感
じ
ら
れ
る
と
き
。
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
も

吉
と
出
ま
す
。
予
定
は
早
め
に
立
て
て

【
健
康
運
】

目
の
疲
れ
に
注
意
を
。
頭
痛
は
甘
く
見
な
い
で

【
幸
運
の
食
べ
物
】

サ
ク
ラ
ン
ボ

【
全
体
運
】

高
め
安
定
運
。
周
囲
の
協
力
を
得
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
１
人
で
頑
張
ろ
う
と
せ
ず
周
り
に

声
を
か
け
て
。
充
実
感
が
ア
ッ
プ

【
健
康
運
】

音
楽
鑑
賞
が
癒
や
し
に
。
香
り
の
良
い
お
茶
も
吉

【
幸
運
の
食
べ
物
】

高
原
キ
ャ
ベ
ツ

【
全
体
運
】

太
陽
の
恵
み
を
受
け
て
大
き
な
成
果
が
期
待
で

き
ま
す
。
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
調
べ
た
り

す
る
の
も
お
勧
め
。
う
れ
し
い
お
誘
い
も

【
健
康
運
】

友
人
と
過
ご
す
何
げ
な
い
時
間
が
元
気
回
復
に

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ス
イ
カ

【
全
体
運
】

上
昇
運
で
す
。
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
こ
と
も

諦
め
ず
に
続
け
れ
ば
ゴ
ー
ル
へ
と
前
進
。
迷
っ

た
と
き
に
は
初
心
に
返
っ
て
◎

【
健
康
運
】

頑
張
り
過
ぎ
は
禁
物
。
休
憩
を
入
れ
ま
し
ょ
う

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ト
ウ
ガ
ラ
シ

【
全
体
運
】

あ
れ
こ
れ
や
り
た
い
こ
と
が
出
て
き
そ
う
。
状

況
を
整
理
し
て
優
先
順
位
を
つ
け
て
。
頼
ま
れ

事
を
引
き
受
け
る
と
、
そ
こ
か
ら
開
運

【
健
康
運
】

ス
ポ
ー
ツ
に
ツ
キ
あ
り
。
体
を
動
か
し
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

エ
ダ
マ
メ

買
い
物
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た

運
転
免
許
証
を
返
納
し
て
半
年
。
最

初
は
坂
道
が
多
い
の
で
歩
い
て
買
い
物

に
行
く
の
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
で

も
今
で
は
お
店
の
方
が
自
宅
ま
で
購
入

し
た
品
物
を
届
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
分
、
買
い
物
を
済
ま
せ
た
ら

運
動
を
兼
ね
て
遠
回
り
し
て
帰
る
よ
う

に
な
り
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　〔
野
地
町
　
Ｙ
・
Ｋ
　
87
歳
〕

パ
ズ
ル
が
楽
し
み
で
す

昨
年
10
月
に
定
年
退
職
し
ま
し
た
。

今
ま
で
と
違
っ
て
時
間
に
余
裕
が
で
き

た
の
で「
Ｊ
Ａ
だ
よ
り
」の
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
が
楽
し
み
で
す
。
毎
月
、
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ケ
防
止
に

な
り
、
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　〔
土
々
呂
町
　
Ｉ
・
Ｍ
　
60
歳
〕

梅
尽
く
し
で
す

梅
が
手
に
入
っ
た
の
で
梅
ジ
ュ
ー
ス

や
梅
み
そ
、
梅
酒
を
作
り
ま
し
た
。
梅

干
し
も
作
る
予
定
で
す
。

〔
北
浦
町
　
Ｂ
・
Ｔ
　
55
歳
〕

川
柳
に
挑
戦
！

恒
富
支
店
に
「
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

応
募
用
紙
が
あ
っ
た
の
で
挑
戦
し
て
み

ま
し
た
。
人
の
作
っ
た
の
を
見
る
の
は

好
き
で
す
が
、
い
ざ
自
分
で
作
る
と
な

る
と
…
。
悪
戦
苦
闘
の
末
、
フ
ッ
と
下
り

て
き
た(
笑)
、
17
文
字
を
応
募
し
ま
し

た
。「
小
結
」
に
で
も
な
れ
る
と
い
い
な
！

〔
三
須
町
　
Ｋ
・
Ｍ
　
71
歳
〕
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月

3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

5/21～6/21
双子座

6/22～7/22
蟹　座

7/23～8/22
獅子座

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

10/24～11/22
蠍　座

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚　座

モ
ナ
・
カ
サ
ン
ド
ラ

運
勢

あ
な
た
の

問  題
お楽しみ賞品付き

クロスワードパズルが全部解けたら、□の中の文字を並べかえて
答えの言葉を作って下さい。

は
が
き
に
、
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
こ
の

広
報
誌
の
感
想
や
ご
意
見
、
Ｊ
Ａ
へ
の
要
望
、
ご
家
庭

や
集
落
の
ホ
ッ
ト
な
で
き
ご
と
な
ど
も
お
気
軽
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
感
想
や
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は「
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
」

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。寄
せ
ら
れ
た
個
人
情
報
は
、

広
報
事
業
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

送り先

延
岡
市
川
原
崎
町

　
　
　２
８
１
の
１

　Ｊ
Ａ
延
岡
総
務
課

　
　
　
　広
報
係
行

○
答
え

○
住
所
（
郵
便
番
号
）

○
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

○
年
齢
・
性
別

○
電
話
番
号

応募方法

家計の手助け

8 8 2 0 0 3 3

J
A
や
当
広
報
誌
な
ど
へ
の

ご
意
見
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。

クロスワードパズル
●7月8日（金）締め切り（必着）

6
月
号
の
当
選
者

　
　1 6 11 14 18 22

2 8 15

9 12 19

7 16

3 13 23

4 10 17 20

5 21

　
　1 6 9 16 18

2 14

10 12

7

3 11 19

4 8 15 17

5 13

ダ イ ダ イ 　 ビ ワ

ブ タ イ 　 ギ ン ガ

ル 　 ガ ク ヤ 　 シ

　 サ ク ラ ン ボ

サ 　 セ イ ブ 　 タ

ト ベ イ 　 ラ ツ コ

ウ ニ 　 ボ ー ナ ス

●
6
月
号
の
正
解

JA 延岡女性部伊形支部の「いがた朝市」は、毎月第１・第３水曜日午前 8時から　　　　　　Ａコープ一ヶ岡店駐車場で開催しています。旬の野菜、果物、農産加工品を食卓にいかがですか。

「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」

ヨコのカギ
１ ７月の第３月曜日は──の日。国民の祝日です
２ お遍路さんが巡ります
３ ムチとの使い分けが大切
４ 開くと花が咲きます
５ そうめんをゆでている途中に入れる人もいます
７ 泳げない人の強い味方
９ 夏の土用の──の日にはウナギを食べると
良いといわれます

11 輪島や呼子のものが有名
13 蚕の繭から作る繊維
15 鉄がさびるのはこの化学変化によるものです
17 京都の夏を彩る──祭
19 酔うとこの猛獣になる人も
21 １－１＝

タテのカギ
１ 前の反対側
３ 梅雨が明ければ夏本番。──が増します
６ 神社で神事に奉仕する女性
７ 土用干しをする漬物
８ 窒素（78％）、酸素（21％）などが含まれます
10 音を聞き取る器官
12 波──を上げて船が進む
14 七夕飾りや短冊をつるします
16 カブトムシが集まる木の一つ
18 歌謡曲などの前奏のこと
20 唱歌『夏の思い出』の歌詞に出てくる地名
22 継続は──なり
23 列車を走らせるために敷きます

北一ヶ岡 佐 藤 幹 夫 様
北一ヶ岡 花 畑 寿 人 様
浜町 池 辺 博 子 様
塩浜町 尾 池 政 裕 様
別府町 田 中 三 恵 様
鹿狩瀬町 佐 藤 美 幸 様
大貫町 長　友　恵美子 様
松山町 甲　斐　沙夜子 様
大野町 辻 　 裕 子 様
北川町長井 甲 斐 京 子 様
北川町長井 小　野　サワ子 様
北浦町宮野浦 芝 村 直 美 様
北浦町三川内 児　浪　ルミ子 様

【
全
体
運
】

最
初
は
戸
惑
う
こ
と
が
多
そ
う
で
す
が
、
次
第

に
好
転
。
慌
て
ず
ゆ
っ
く
り
進
め
れ
ば
望
ん
で

い
た
方
へ
と
向
か
え
ま
す

【
健
康
運
】

健
康
診
断
は
受
け
て
◎
。
冷
え
に
気
を
付
け
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

【
全
体
運
】

ハ
プ
ニ
ン
グ
の
気
配
が
。
ド
キ
ッ
と
す
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
冷
静
に
。
災
い
を
転
じ
て
福
と
な

し
ま
す
。
臨
機
応
変
に
動
き
ま
し
ょ
う

【
健
康
運
】

体
を
動
か
す
前
に
準
備
体
操
を
。
腰
は
大
切
に

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ト
ウ
ガ
ン

【
全
体
運
】

う
っ
か
り
口
を
滑
ら
せ
な
い
よ
う
ご
用
心
。
頼

ら
れ
過
ぎ
て
困
る
場
合
が
。
助
け
て
ほ
し
い
と

き
は
あ
な
た
か
ら
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
て

【
健
康
運
】

冷
た
い
物
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
。
胃
腸
を
い
た
わ
っ
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ス
ル
メ
イ
カ

【
全
体
運
】

信
頼
で
き
る
人
に
話
を
聞
き
に
行
っ
て
。
明
る

い
兆
し
が
見
え
て
い
ま
す
。
こ
う
で
な
け
れ
ば

と
決
め
付
け
て
考
え
な
い
よ
う
に

【
健
康
運
】

ハ
ー
ド
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
ま
す
。
散
歩
も
吉

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ナ
ス

【
全
体
運
】

も
め
そ
う
に
な
っ
て
も
あ
な
た
の
対
応
一
つ
で

ト
ラ
ブ
ル
に
せ
ず
済
ま
せ
ら
れ
ま
す
。
重
要
な

役
割
を
任
さ
れ
る
予
感
も

【
健
康
運
】

無
理
は
禁
物
。
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

【
全
体
運
】

良
好
で
す
。
一
つ
ず
つ
状
況
が
改
善
し
て
い
き

ま
す
。
会
話
の
機
会
を
多
く
持
つ
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
楽
し
い
発
見
が
あ
る
は
ず

【
健
康
運
】

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
で
元
気
は
つ
ら
つ

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ピ
ー
マ
ン
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茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

タケノコの香草焼き

マコモタケとカキの
もろみそ焼き

タケノコ ……………1/4 本
（下ゆでして縦に４等分したもの）
フルーツトマト ……1/2個
ズッキーニ …………1/8本
マッシュルーム ………１個
ホタルイカ（ホタテでも可）…５尾

タイム …………………２本
オリーブ油 ………大さじ２
塩・こしょう …………適宜
パルメザンチーズ…大さじ１

①タケノコは皮から外し、ズッキーニ、フルーツトマトと共
に大きめのさいの目に切る。マッシュルームは半分に、ホ
タルイカは目とくちばしを外しておく。
②ボウルに①の材料を入れ塩・こしょうし、オリーブ油とパ
ルメザンチーズを入れ混ぜ合わせる。
③タケノコの皮に混ぜ合わせた材料とタイムをのせ、180
度に熱したオーブンで７～８分焼き上げて出来上がり。

作り方

シェフ永井のおすすめ

①マコモタケは元の白い部分の堅い皮をピーラーでむき半
分に割る。
②カキはよく水洗いし、熱湯で30秒ほどゆでざるにあげ水
気をよく拭きボウルに入れ、もろみそ、しょうゆとあえて
おく。
③180度のオーブンで、料理酒をかけ塩を振ったマコモタケ
を５～６分焼き、いったん取り出してカキをのせ、さらに
３～４分焼き上げ出来上がり。

作り方

材料 （1人分）

材料 （1人分）
マコモタケ ……………１本
カキ ……………………５粒
もろみそ …………大さじ１
料理酒 …………………適宜
塩 ………………………少々
しょうゆ ………………少々

　

Chef Nagai’s
recommended

recipe

編
集
後
記

取
材
後
の
雑
談
で
「
お
も
し
ろ
い
話
」

が
飛
び
出
す
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
。

先
月
の
新
茶
収
穫
の
取
材
は
そ
の
最
た

る
も
の
で
し
た
。
訪
ね
た
の
は
行
縢
町

の
茶
園
。
そ
こ
は
霊
峰
行
縢
山
を
仰
ぎ

見
る
絶
景
地
。
ま
ば
ゆ
い
陽
光
を
浴
び

な
が
ら
鮮
や
か
な
緑
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
を

ゆ
っ
く
り
進
ん
で
い
く
乗
用
摘
採
機
。

操
る
の
は
野
田
町
の
佐
藤
純
子
さ
ん
。

そ
の
光
景
は
ま
さ
に
一
服
の
清
涼
剤
で
し

た
▼
「
私
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
」。
取
材

後
に
投
げ
か
け
た
「
挑
戦
し
た
い
こ
と

あ
り
ま
す
か
？
」
の
質
問
に
佐
藤
さ
ん
は
、

そ
う
即
答
し
ま
し
た
。
続
け
て
「
自
然

と
歴
史
が
息
づ
く
こ
の
地
を
一
大
観
光

地
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
同
じ
思
い
を

共
有
す
る
人
た
ち
と
連
携
し
て
実
現
を

め
ざ
し
て
い
き
た
い
」
▼
こ
の
地
に
は
由

緒
あ
る
行
縢
神
社
や
青
少
年
自
然
の
家
、

地
ビ
ー
ル
醸
造
所
等
が
散
在
。
そ
れ
に

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
伝
説
の
地
と
い
う
歴
史

的
背
景
や
市
街
地
に
近
い
と
い
う
立
地

条
件
も
魅
力
。
何
よ
り
自
然
の
息
吹
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
の
が
い
い
。
着
眼

に
敬
服
▼
「
茶
園
近
く
に
キ
ウ
イ
観
光

農
園
が
オ
ー
プ
ン
す
る
話
を
耳
に
し
て

い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
茶
園
の
一
角
に
東

屋
を
建
て
、
野
点
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

の
も
一
興
。
一
帯
に
は
イ
ベ
ン
ト
に
最
適

な
広
場
や
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
甫
場
も
あ

る
し
…
」。
夢
は
ふ
く
ら
む
ば
か
り
。
そ

の
原
動
力
は
「
行
縢
町
が
好
き
だ
か
ら
」

と
シ
ン
プ
ル
▼
「
夢
あ
る
人
に
目
標
あ

り
」。
夢
を
追
い
か
け
て
い
る
人
は
輝
い

て
い
ま
す
。
そ
う
実
感
し
た
取
材
で
し

た
。
次
の
取
材
先
で
は
、
ど
ん
な
「
夢
」

に
逢
え
る
の
か
楽
し
み
で
す
。 

(

哲)
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宮
崎
県
内
の
Ｊ
Ａ
葬
祭
で

組
織
す
る
農
協
葬
祭
事
業
連

絡
協
議
会
は
５
月
24
日
、
令
和

４
年
度
葬
儀
司
会･

接
遇
研

修
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
Ｊ

Ａ
葬
祭
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
会

社
の
ス
タ
ッ
フ
40
人
。
う
ち
プ

リ
エ
ー
ル
延
岡
と
プ
リ
エ
ー

ル
日
向
、
協
力
会
社
の
㈱
Ｍ
Ｃ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
は
「
び
ゆ

う
斎
場
」
か
ら
参
加
し
、
新
人

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
熱
心
に

研
修
に
臨
み
ま
し
た
。

講
師
は
数
年
来
、
宮
崎
県
Ｊ

Ａ
葬
祭
ス
ッ
タ
フ
の
葬
儀
司
会

と
接
遇
の
指
導
に
あ
た
っ
て
き

た
一
般
社
団
法
人
日
本
冠
婚
葬

祭	

司
会･

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
検
定

協
会
代
表
理
事
の
木
野
島
光
美

さ
ん（
東
京
都
）が
務
め
ま
し
た
。

講
義
で
は
葬
祭
知
識
の
復
習

か
ら
身
だ
し
な
み
や
美
し
い
お

辞
儀
の
仕
方
、
尊
敬
語
や
謙
譲

語
の
正
し
い
使
い
方
な
ど
基
礎

的
な
項
目
を
は
じ
め
、
滑
舌
と

ア
ク
セ
ン
ト
、
発
声
と
腹
式
呼

吸
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
情
報
か
ら
故
人

を
紹
介
す
る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

作
成
す
る
方
法
と
技
術
が
説
明

さ
れ
た
後
、
各
々
が
実
際
に
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
原
稿
を
起
こ
し
て
、

実
戦
さ
な
が
ら
に
葬
儀
司
会
を

実
演
発
表
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
葬
儀
だ
か
ら
こ

そ
葬
祭
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
は
重

要
性
を
増
し
て
い
る
と
し
、
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
（
愛
す
る
人
を
亡

く
し
た
悲
嘆
を
癒
す
こ
と
）
や

高
齢
者
の
対
処
法
、
災
害
発
生

時
の
対
応
法
な
ど
実
例
を
挙
げ

な
が
ら
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

研
修
に
参
加
し
た
㈱
Ｍ
Ｃ	

Ｐ

ｌ
ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
の
前
田
照
美

さ
ん
は
、「
グ
リ
ー
フ
の
対
応
法

を
詳
し
く
分
か
り
や
す
く
講
義

し
て
い
た
だ
い
て
こ
れ
ま
で
の

疑
問
が
氷
解
し
ま
し
た
。
延
岡

で
も
今
後
増
え
そ
う
な
無
宗
教

葬
や
お
別
れ
の
会
の
組
み
立
て

方
の
勉
強
も
で
き
て
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
次
回
の
レ
ク

チ
ャ
ー
に
も
是
非
参
加
し
た
い

で
す
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

木
野
島
さ
ん
は
「
お
客
様
が

式
場
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
は
『
人
』

で
す
。
宮
崎
の
皆
さ
ん
の
素
直

さ
や
優
し
さ
、
豊
か
な
感
性
に

感
じ
入
り
ま
し
た
。
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
今
こ
そ
自

分
を
磨
く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
研
鑽
を
怠
ら
ず
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
講
評
し
、

研
修
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

お
く
や
み

  

故
人
お
名
前   

年
齢  

喪 

主    

ご
住
所

（
喪
主
の
方
は
敬
称
略
）

オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
修
会

オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
修
会

管
内
で
５
月
中
に
次
の
方
々
が
他

界
さ
れ
ま
し
た
。

ご
生
前
の
ご
遺
徳
を
し
の
び
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

合 　

掌

（
以
上
、
プ
リ
エ
ー
ル
ご
利
用
分
）

お
客
様
が
式
場
選
ぶ

ポ
イ
ン
ト
は
「
人
」

【
延
岡
市
】

平
川
利
恵
子
様
58
浩

二
北
方
町
角
田
丑

上
杉
　
洋
幸
様
78
キ
ミ
ヨ
北
川
町
竹
瀬

後
藤
キ
ミ
子
様
92
博

文
長
浜
町

馬
場
　
敦
仁
様
65
曜

介
愛
宕
町

稲
田
　
　
齊
様
86
龍

児
稲
葉
崎
町

山
野
内
公
子
様
83
一

彦
野
田

黒
木
　
重
秋
様
78
憲

枝
北
一
ヶ
岡

立
山
千
枝
子
様
91
幸

一
北
方
町
上
鹿
川
申

甲
斐
喜
一
郎
様
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